
2026 年 10 月吉日 岡崎製材株式会社 

「大工育成塾」全国集合研修、11 月に岡崎で“初”開催 

建築に欠かせない大工の担い手減少に歯止めを掛ける 

現在、全国の大工人口は 40 年で約 4 分の 1 に減少。日本の建築文化・伝統を守り、リフォームや災

害時にも必要となる大工の「技」を絶やさず次世代へつなぐために、全国の地域商社が立ち上がる。 

全国 8 地域から、若手大工と指導者が岡崎に集結。国土交通省の補助事業「大工技能者等の担い手確保・育成事業」の一環

として実施する全国集合研修です。日本が直面する「建築業界の担い手不足」を地域・現場から解決を目指し、技術研修と

地域を越えた交流を通じて、担い手不足が進む建設業界の次世代育成と、大工技能の継承を推進します。 

※当社大工へのインタビュー・事前取材も可能です。お気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

■ 3 つのポイント 

01  全国集合研修を岡崎で初開催 

岡崎市での開催は初めて。岡崎は、若い

大工や建築事業者が数多く活躍する三河

地方の中心地です。地域全体で人材育成

に力を入れ、次世代の担い手育成モデル

として全国から注目を集めます。 

02  担い手不足への具体的な挑戦 

地域工務店と連携した実践的な技術研修

や建て方研修を通じて、若手が技を継承

し、地域の木造建築を支える仕組みを発

信。岡崎製材が取り組みのプラットフォ

ームとなります。 

03  全国 8 地域が参加 

山梨・山口・岡山・長崎・大分・鹿児

島・愛知(名古屋・岡崎)の各拠点から、

若手大工と指導者が参加。地域を越えて

技術と育成の知見を共有し、全国の大工

仲間の輪を広げます。 

■ 概要 

開催日 2026 年 11 月 4 日（水）～6 日（金）※実技研修：11 月 5 日(木)  

開催地 座学：名古屋市、実技：岡崎市（愛知県立三河高等技術専門校にて） 

参加者 

全国 8 地域（鹿児島 4 名、長崎 9 名、大分 2 名、山口 3 名、岡山 2 名、名古屋 4 名、岡崎 19 名(女性大工 1

名)、山梨 4 名） 受講生 計 47 名（女性参加者 12 名/うち女性大工 1 名）＋ 委員・アドバイザー・事務局 計 22

名 【総勢 69 名予定】 

木材と向き合い、長年伝承される大工の技を教え、学ぶ職人たちが岡崎に集結 

真剣な表情で道具を扱う若手大工、手元を見守る指導者、地域を越えた交流。実技研修ならではの動きと音、職人技の迫力

を間近に感じられる機会です。日本の建築文化を守り、次世代へ技をつなぐ取り組みを、岡崎から発信します。  



AI 時代に、かけがえのない“手”でしか継げない“技”がある 

住宅建築の工業化で生産性が高まる一方、工種の細分化などによって、大工の高度な技能が発揮される工程は減少。技能が

収入に反映されにくい構造が、担い手不足にもつながってきました。しかし、ストック活用(リフォーム・リノベーション)

の拡大などによって、木材や建物を読み、現場で判断・加工・施工できる大工の技術価値が再び高まっています。 

■ DATA 01｜減る担い手、評価されにくかった技能 

［画像挿入スペース］ 

大工さん人口推移表 

 

大工人口は 1985 年の 81 万人から、2030 年には 21 万人へ(予測) 

技能を学び、受け継ぐ若い人材が減少するなか、長年培ってき

た知識や技術を、次世代へ伝える機会も限られています。建築

技術と文化を未来へつなぐため、技能を実践的に学び、継承で

きる環境づくりが求められています。 

(実績値は総務省「国勢調査」より。予測値は野村総合研究所

〔2018 年公表〕より引用) 

 

大工の平均年収は、電気工事士より 142.6 万円低い 

住宅建築の生産性が向上する一方、工種が細分化される中で、

その成果は大工の給与には十分に反映されず、技能の価値が待

遇に結びつきにくい状況が続いてきました。 

(厚生労働省 職業情報提供サイト job tag〔令和 7 年賃金構造基

本統計調査の結果を加工〕) 

■ DATA 02｜新築からリフォームへ。再び「大工の腕」が必要に 

［画像挿入スペース］ 

新築着工数推移表 
［画像挿入スペース］ 

リフォーム市場規模推移 

新設住宅着工戸数は、2040 年度に 61 万戸まで減少する見通し 

新設住宅着工戸数は長期的に減少傾向が続き、2040 年度には全

体として 61 万戸（2025 年度比約 18%減）にまで落ち込む見通

しで、需要が縮小しています。結果として、消費者のニーズは

賃貸や中古住宅へとシフトしています。 

(実績値は国土交通省「住宅着工統計」より。予測値は野村総合

研究所〔2026 年公表〕より引用) 

新築が減る一方、既存住宅を活かすリフォーム市場は拡大へ 

リフォームは、建物を解体して初めて分かる部分が多く、既存

建物の構造や劣化状態を読み取り、古い部分と新しい部分を適

切につなぐためには、大工の豊富な経験、高い技術力、その場

で最適な方法を考える判断力と対応力が不可欠です。 

(実績値は住宅リフォーム・紛争処理支援センター「住宅リフォ

ームの市場規模」より。予測値は野村総合研究所〔2026 年公

表〕より引用) 

順位 職種 平均年収（万円）

1 電気工事士 628.1万円

2 配管工 523.1万円

3 建築塗装工 497.7万円

4 大工 485.5万円

建設技能職の平均年収比較

大工の平均年収は485.5万

円。
4職種の中では最も低

く、
電気工事士とは142.6万円

の差があります。
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■ 世界で高まる「現場技能職」の価値 

AI の進展や深刻な人手不足を背景に、世界では「現場で手を動かし、状況に応じて問題を解決する技能」の価値が見直されています。

なかでもアメリカでは、建設業や物流業などの現場職で高収入を得る人が増え、「ブルーカラーミリオネア」と呼ばれる存在が注目さ

れ、社会に欠かせない仕事でありながら、従来は低賃金と見られがちだった技能職の市場価値が、国際的に高まりつつあります。 

こうした変化は、アメリカだけのものではありません。日本でも人手不足や建物の老朽化が進み、新築だけでなく、既存建物の改修や

維持に対応できる技能者の需要は、今後さらに高まると予想されます。技術革新によって人手不足を補う側面もありますが、現場を読

み、自らの手と技能で問題を解決する。そうした AI では代替しにくい大工の価値が、改めて見直される可能性があります。 

 

■ 受け継がれてきた大工技術「手刻み」 

木の性質や特徴を見極め、どの木を、どこに、どのように使うのかを判断する「手刻み」という技術は、長い年月をかけて大工から大

工へ受け継がれてきました。しかし現在は、木材を工場であらかじめ加工するプレカットが主流となり、大工が手刻みを学び、実践す

る機会は減少しています。その結果、木を読み、自ら加工し、現場に合わせて納める技術も失われつつあるのが現実なのです。 

 

■ リフォームや災害時に求められる大工の技術 

一方、リフォームや難しい改修では、既存建物の状態に応じて、その場で加工や調整を行わなければならない場面があります。また、

近年増加する震災や水害などの災害時には即時対応が求められるものの、工場や物流が止まってしまえば、安全・安心であるはずの生

活空間を維持することが難しい。だからこそ、自らスピーディーに加工して応急修理・改修する大工技術が求められます。 

手刻みを学ぶことは、昔の技法をそのまま保存することではありません。予測できない状況にも対応できる、大工本来の判断力と応用

力を身につけることでもあります。大工育成塾では、幅広い大工技術を学ぶ一環として、こうした手刻みの技術も実践的に学びます。 

 

■ 技術を受け継ぎ、地域を越えてつながる 

高度な技能を持つ大工が減れば、日本の木造建築を支えてきた技術や知恵、文化も失われていきます。大工育成塾は、現場で必要とな

る幅広い大工技術を実践的に学び、次世代へ受け継ぐための取り組みです。 

同時に、技術を学ぶだけでなく、地域を越えて同じ志を持つ大工が出会い、互いの経験や知恵を共有できる場でもあります。ここで生

まれる横のつながりは、「生きたネットワーク」となり、大工一人ひとりの成長を支えていきます。 

 

■ 大工の価値を高め、建築技術・文化を未来へつなぐ 

幅広い技能と現場対応力を身につけた大工は、新築工事だけでなく、拡大するリフォーム市場を支え、凝った建築や難しい改修に応え

ながら、地域の木造建築を守る重要な役割を担います。 

大工育成塾は、次世代の担い手を育成し、専門性や技能の価値が正しく評価される環境づくりを通じて、大工の待遇改善と、日本の建

築技術・文化の継承を目指します。 

 

◆岡崎製材株式会社（代表取締役 八田欣也、愛知県岡崎市戸崎元町 4 番地 1） 

創業 1917 年(大正 6 年) 、100 年超の歴史を有する愛知県岡崎市の老舗材木屋：岡崎製材株式会社。一流の目利きが世界中から仕入れ

た多種多様な無垢材は 120 樹種・5 万点を超え、日本一の保有量を誇る。脈々と受け継ぐ材木知識・経験により歴代の目利きが世界中

から揃えた銘木は、丁寧に製材・乾燥・加工され豊富なラインナップとして保管しており、お客様のご要望に合わせて「あなただけの

一点」をご提案する。また、愛知県を中心に建築木材・資材等の流通事業、リノベーションや不動産、木製品の製造・販売など、建築

や住まいに関わる多種多様な商品・サービスをワンストップで提供。地元密着の「最適住環境企業」を掲げる会社である。 

この件に関するお問い合わせは岡崎製材株式会社の上田 萌子 (うえだ もえこ)までお願いします。 

TEL 0564-51-0861(本社事務所) / Mail m.ueda@okazaki-seizai.co.jp 

mailto:m.ueda@okazaki-seizai.co.jp

